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おお
ららせせ
知知

今 月
のおお

ららせせ
知知子

ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

福 

　祉

福 

　祉

　
柔
和
で
明
る
く
、
人
か
ら
好
か
れ
や
す

い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
忍
耐
力
に
優
れ
、

勉
強
や
習
い
事
、
仕
事
な
ど
も
き
ち
ん
と

こ
な
し
ま
す
。
た
だ
、
他
人
に
本
音
を
言

い
に
く
い
と
い
う
特
徴
か
ら
ス
ト
レス
も
た
ま

り
や
す
い
よ
う
で
す

子年生まれの
主な有名人

明
智
光
秀（
一
五
二
八
年
）、
西
郷
隆
盛（
一
八
二
八
年
）、

渋
沢
栄
一（
一
八
四
〇
年
）、
津
田
梅
子（
一
八
六
四
年
）、

野
口
英
世（
一
八
七
六
年
）、双
葉
山
定
次（
一
九
一
二
年
）、

力
道
山（
一
九
二
四
年
）、
長
嶋
茂
雄
・
北
島
三
郎（
一
九

三
六
年
）、木
村
拓
哉
・
高
橋
尚
子（
一
九
七
二
年
）

子年生まれ
の性格

　
就
学
上
必
要
と
な
る
経
費
の

支
払
い
が
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
困
難
な
世
帯
の
保
護
者
に
対

し
、新
入
学
準
備
金
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。（
小
学
校
新
１

年
生
５
０
、６
０
０
円
、中
学
校

新
１
年
生
５
７
、４
０
０
円
）

　
申
請
に
関
す
る
案
内
お
よ
び

申
請
書
は
、入
学
通
知
書
に
同

封
し
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
世
帯

 

・ 

２
月
１
日
現
在
、市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

 

・ 

市
立
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方

 

・ 

市
の
就
学
援
助
制
度
の
認
定

基
準
で
準
要
保
護
の
基
準
に

該
当
す
る
方

申
込
方
法　
申
請
書
を
窓
口
ま

た
は
入
学
予
定
の
小
学
校
、

在
学
中
の
小
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
31
日（
金
）

□申 ・□問 　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
７
）

　
各
小・中
学
校

　
今
春
、小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん（
平
成
25
年
４
月
２

日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）お
よ
び
、中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん（
平
成
19
年
４
月

２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）の
保
護
者
に
、「
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、

転
居
な
ど
に
よ
り
入
学
校
が
変

わ
る
方
、そ
の
他
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問 　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
８
）

　
20
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

・ 

20
歳
の
誕
生
日
か
ら
お
お
む

ね
２
週
間
以
内
に
、日
本
年

金
機
構
か
ら「
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
」や「
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
」な
ど
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

※「
年
金
手
帳
」は
別
途
送
付
さ

れ
ま
す
。

 

・ 

保
険
料
の
納
付
は
、金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か
、口

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
で
き
ま
す
。

 

・ 

学
生
の
方
や
納
付
が
困
難
な

方
は
、学
生
納
付
特
例
や
免

除・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・ 「
年
金
手
帳
」は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
や
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
は
改
め
て
届

け
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

□問 　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
２
２－

５
１
１
５

　
11
月・
12
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
１
月
10
日（
金
）に
振
り

込
み
ま
す
。

□問 　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

と
き　
１
月
21
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

内
容　
情
報
交
換・
カ
フ
ェ
タ

イ
ム
な
ど

対
象　
若
年
認
知
症
の
方
と
そ

の
介
護
者（
介
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

料
金　
２
０
０
円（
飲
み
物
な

ど
）

※
要
電
話
予
約

□申 ・□問 　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

新
小・
中
学
校
１
年
生
対
象

の
新
入
学
準
備
金
の
ご
案
内

届
き
ま
し
た
か
？

入
学
通
知
書

20
歳
を
迎
え
る
方
へ

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

連れ
ん
じ
ゅ珠の

会
を
開
催
し
ま
す

　長面浦に面した自宅で雑貨販売の
商店を営んでいましたが、東日本大
震災の津波で全壊しました。震災後
は、避難所や仮設住宅暮らしを経て
平成28年12月から市営二子復興住
宅で生活しています。
　復興住宅にはかつて同じ地区だっ
た方も住んでいますが、以前は私も
含めて家に閉じこもりがちでした。
昨年は生活も落ち着き、ご近所付き
合いが活発になってきました。今年
も皆さんと仲良く、楽しく暮らして
いきたいです。

近
所
の
方
と
楽
し
く
交
流

藤
ふじ
村
むら
　きゑさん
河北地区

昭和11年生まれ
　昨年10月の台風19号では北上地区
も大きな被害を受け、わが家も床上寸
前まで浸水しました。床下や庭、田畑
に泥などがたまり後片付けが大変で
したが、10人ほどのボランティアに
手伝っていただき、感謝の気持ちで
いっぱいです。
　今年６月で84歳。時の流れの速さ
を痛切に感じています。近所に同年代
の人が多いので、お茶飲みなどを楽し
みながら、３月で87歳になる夫と健
康を一番に心掛けながら、笑顔の絶え
ない１年にしたいです。

笑
顔
の
絶
え
な
い
一
年
に

佐
さ
藤
とう
なつ子さん
北上地区

昭和11年生まれ

　野球観戦が好きで、プロ野球はオ
リックスのファンです。一昨年は仙
台での試合を２度観戦しましたが、
昨年は仕事で行けなかった上、チー
ムもパ・リーグ最下位で悔しい一年
でした。今年は何とか奮起してＡク
ラス入りしてほしいです。
　昨年は念願の自宅を新築し、社会
人５年目となり会社で後輩を指導す
ることも多くなりました。今年は家
族や会社のためにより貢献できるよ
うに頑張ります。

オ
リ
ッ
ク
ス
の
奮
起
期
待

髙
たか
橋
はし
　雄
ゆう
斗
と
さん

桃生地区
平成８年生まれ

　広渕小学校４年の春から野球の広
渕クラブスポーツ少年団に所属し、
昨年はレギュラーとして外野や一塁
を守りました。大事な場面でヒット
も打てましたが、決勝戦で敗れた大
会もあり、悔しい思いもしました。
　６年生になる今年は、捕手として
チームをまとめ、埼玉西武ライオン
ズの森友哉選手のように打撃でも活
躍し、大きな大会で優勝するのが目
標です。
　勉強の方は、国語の漢字が苦手な
ので、克服できるように頑張ります。

野
球
大
会
で
優
勝
し
た
い

佐
さ
藤
とう
　拓
たく
海
み
さん

河南地区
平成20年生まれ

　趣味の大正琴を頑張ります。昨年
春から週１回公民館で習っていま
す。指の使い方が難しいけれど５、６
曲弾けるようになりました。友達と
一緒に楽しく演奏したいですね。
　昨年、初めて大型客船に乗って北
海道に行きました。船旅の素晴らし
さに感激、病みつきになりそうです。
　それにつけても健康です。一昨年
体調を崩して呉服販売の仕事を辞め
たので、体をいたわり元気に過ごし
たいと願います。

大
正
琴
楽
し
く
弾
き
た
い

宍
しし
戸
ど
とき子さん
石巻地区

昭和23年生まれ
　東日本大震災では海沿いにあった
自宅と夫が家業の沿岸漁業に不可欠
な漁船なども失いました。仮設住宅
で４年ほど暮らした後、平成28年１
月から家族５人で災害復興住宅で暮
らしています。
　夫が個人経営する家業は、刺し網
やかご、素潜りでシャコ、カニなど
を捕る自然まかせな仕事で、魚種に
よって漁が不安定ですが、何とか生
活はしていけるようになりました。
家族全員が健康で、一人もけがなく
過ごせるよう願っています。

家
族
全
員
の
健
康
を
願
う

高
たか
橋
はし
　照
てる
代
よ
さん

牡鹿地区
昭和35年生まれ

　昨年は、雄勝硯の会社を登米市に
再建するため後回しになっていた自
宅の再建を終え、雄勝に戻ることが
できました。残る目標は雄勝での会
社の再々建。津波の不安が残る場所
に再建して子孫に引き継ぎたくはあ
りませんが、山を削って高台に建設
すると莫大な費用がかかります。
　今年は山林を入手して自力で整地
し、雄勝硯の伝統の地に会社を再々
建する一歩を踏み出すかどうかを決
断する大事な年となるため、後悔の
ない選択をしたいです。

会
社
再
々
建
へ
決
断
の
年

春
かす
日
が
　常
つね
貴
き
さん

雄勝地区
昭和47年生まれ

　渡波にある法音寺の副住職、また
石巻青年会議所直前理事長として、
昨年はいろいろな地方へ訪れまし
た。ラーメンの食べ歩きが好きで、昨
年は年間200杯を食べる目標を達成
しました。その画像をＳＮＳにアッ
プして知人にも広めています。今年
は焼きそばやパスタなど他の麺類の
ＰＲにも力を入れたいです。
　代表を務める石巻復興支援会主催
で、平成29年まで法音寺本堂で「クラ
シックコンサート」を開催しました。
今年は３年ぶりに復活したいです。

麺
類
の
魅
力
を
広
め
た
い

谷
たに
川
かわ
　海
かいみょう
明さん

石巻地区
昭和59年生まれ

今 年 は

子

　年男・年女の皆さん
に、今年の抱負や将来
の夢を伺いました。


